
■ペットと共に過ごせる避難所の整備を！-インスタントハウス活用-

ペットを飼っている方の声として「災害時に自宅が被害を受けた時は避難所でのペットと一緒の生活

は難しい、壊れた家や車の中で過ごすしかないのかな？」との心配の声をお聞きします。市としても今

夏に衣浦小学校でペット同行避難（ペットは家族と離れゲージで

飼育）の試験訓練を実施し、課題の洗い出しを行っています。

こうした課題を解決するため、建設に数か月以上かかる

仮設住宅のつなぎとして、またペットと共に暮らすための

家として、数時間で完成する『屋外型インスタントハウス※1』の

活用を提案しました。

■災害発生時にドローンを活かせる体制づくりを！

刈谷市では、災害時の被害情報把握のため、2業者とドローン協定を結んでいます。しかし、能登半

島地震では「緊急用務空域※2」の制限により、当初ドローンが活用できなかったとの報道があります。

そこで、刈谷市のドローン活用体制について確認しました。

市は、規制情報を収集しながら、公共施設上空からの情報収集を計画しています。また、今夏に市

の南北で実施した試験飛行で得られた空撮画像をもとに、建物被害や道路渋滞を把握できる地点、収集

方法の整理を進めています。さらに、県のドローンとの連携も重要と認識しているとの回答を得ました。

私は、市の特性を踏まえ、住宅密集地や避難重要道路、危険物取扱地域など、優先すべき情報収集シナ

リオを具体化した体制づくりを要望しました。

※2緊急用務空域：捜索・救助の有人航空機機優先し、空域を定めてドローン・ラジコン機等の飛行を原則禁止する。

連絡先：デンソー労働組合内 〒448-8661 刈谷市昭和町1-1
（0566）87-6731 Fax（0566）23-8688 発行：佐々木たかのり後援会

佐々木たかのり
刈谷市議 活動レポートNo9 令和8年１月号

令和７年１２月度 企画総務委員会取り組み

①安全

②地域で支援

➂将来も賑わう

ま
ち
づ
く
り

■活動の3本柱■

ご挨拶

厳しい寒さが続いております。先日の東北地方での地震は、私たちに改めて防災意識の重要性を再認識

させてくれました。災害はいつ起こるかわかりません。刈谷市においても、皆さまが安心して暮らせる

まちづくりを進めるため、全力で取り組んでまいりますので引き続きご支援をお願いいたします。

①安全

①安全

※1〔屋外型インスタントハウス特徴〕テント生地を空気で膨らませ、断熱材に使われる発泡剤を吹き付け、窓や扉を付けて完成。
建築基準法適用外で建築申請不要で早期に設置が可能。風雨に強く断熱効果も高く居住性は高い。

Microsoft Copilot

屋外型インスタントハウスイメージ

屋内型インスタントハウスイメージ

Microsoft Copilot

また、能登半島地震で明らかになった体育館避難時のプライバシー

や就寝時の騒音、かぜなど病気蔓延への対策として、段ボール製の

『屋内型インスタントハウス』の導入要望をしています。「更衣室

や授乳室などに有効」との回答を得ており、引き続き導入を働きか

けてまいります。

（市見解：コスト、保管場所が課題。他市で協定の手法があり、調査していく）



公式HPFacebook

地域の困りごと、市政へのご意見・ご要望がございましたら、「暮らしの

相談カード」「ホームページから」お気軽にご相談ください。

市政トピックス

R７年12月議案より一部を紹介します。

 物価高対応子育て応援手当

実施時期：令和8年2月中に開始予定

内 容：子ども手当一人当たり2万円の支給

対 者：0歳から高校生世代

補足：12月16日に成立した国の補正予算で決定した同事業

に対応し、子供手当を支給いたします。

暮らしの相談：他市連携
■知立市の企業にお勤めの刈谷在住者から、会社近くの交差点のミラーが見にくくなって困っていると

の声をいただきました。そこで、全トヨタ労連で連携している「杉浦弘一」知立市議の協力を仰ぐこと

で、素早い修理が完了いたしました。

〈修理前〉 〈修理後〉 〈杉浦弘一：知立市議〉

 子ども誰でも通園制度

（刈谷市乳児等通園支援事業-中略-条例の制定）

実施時期：令和8年4月より

内 容：保育園就労要件などを問わず、保育所などに

通っていない0歳6ヶ月から3歳未満の子ど

もを養育する。（青葉・小垣江保育園）

■交通安全の取り組み

①Ｒ8年の生活道路30Km/h規制への早期対応を！

令和8年9月より、中央線の無い生活道路が30km/h規制と

なると報じられています。施行された時には、いわゆる生活道路

での事故抑制や被害者のケガの軽減に効果があると考えます。

警察と連携し交通安全の取り組みを先んじて検討すべきと要望。

②押しボタンで光るLED設備の導入で横断歩道を安全に！

過去から会派より導入を要望している。押しボタンを押せば写真のように『注意』で、車に横断者が

いると知らせる設備『ぴかっとわたるくん』の横断歩道への設置を要望しました。市からは横断歩道照

明設置や車に止まってもらうため手を挙げるハンド・アップ運動を推進するとの回答でした。

引き続き、昼間でも有効なこの設備の導入を訴え続けます。

豊田市に設置された「ぴかっとわたるくん」
（Microsoft Copilotで一部加筆）

①安全

 矢作川流域上下水道一本化基本方針（案）報告

目的：人口減少による収入減の中、持続的に上下水道サービスを提供

するため10市町と県と事業集約を検討・具体的協議を行う。

効果：市町の事業経営の大括り、施設の一体化、管理の一体化で業務

の効率化や、全体最適、地震対策、被災時の早期復旧体制構築。

県の主導で協議されていくが、水道料金が

他市より安い刈谷市には、参加で負担の増

加や、最悪水道料金の増加が懸念される。

今後も注視が必要！

（10市町：県含む岡崎、碧南、刈谷、豊田、

安城、西尾、知立、みよし市・幸田町）
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